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■
上
陽
町
陽
泉
俳
句
会

悲
し
み
は
時
間
で
癒
せ
ぬ
原
爆
忌　
　

吉
泉　

守
峰

さ
み
ど
り
の
稲
そ
よ
が
せ
て
風
渡
る　

荒
川
ミ
ヤ
子

会
釈
し
て
見
知
ら
ぬ
同
士
大
豆
畑　
　

大
坪　

延
子

月
映
す
風
の
青
田
に
す
き
間
な
し　
　

城
後　

正
子

答
弁
に
横
文
字
多
し
秋
暑
し　
　
　
　

大
坪　

清
香

夏
の
朝
自
転
車
の
子
や
立
ち
て
漕
ぐ　

中
村　

境
子

■
筑
後
俳
句
会

墓
参
り
校
歌
の
中
の
山
仰
ぐ　
　
　
　

浅
田
つ
き
子

迎
え
盆
母
の
教
へ
の
浮
び
来
る　
　
　

井
口
登
美
子

夏
暁
や
マ
ッ
タ
ホ
ル
ン
際
や
か
に　
　

猪
田　

時
恵

鬼
や
ん
ま
湖
の
広
さ
を
計
る
か
に　
　

有
働
く
に
子

鹿
の
子
百
合
四
方
八
方
ラ
ッ
パ
吹
く　

江
崎
か
ほ
り

子
等
寄
り
て
腕
見
せ
合
ふ
涼
み
台　
　

貝
田
チ
ヅ
ミ

浴
衣
着
て
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
の
一
途
な
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
戸　

真
子

台
風
の
余
波
に
軋
む
や
壱
岐
渡
船　
　

菰
原　

寿
子

■
立
花
俳
句
会

は
や
殖
え
て
銀
行
さ
が
す
小
判
草　
　

吉
泉　

守
峰

終
戦
日
不
戦
の
誓
ひ
令
和
継
ぐ　
　
　

西
島
志
乃
芙

杉
木
立
名
ぞ
涼
し
げ
な
雪
の
下　
　
　

三
宅
清
一
郎

月
消
え
ず
打
上
げ
花
火
の
中
に
居
て　

原　
　

宣
子

群
れ
て
舞
ひ
我
に
も
飛
べ
と
言
う
蜻
蛉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

行
夫

片
田
舎
空
家
を
襲
ふ
葛
の
綱　
　
　
　

中
村
テ
ル
ヨ

夏
料
理
朝
採
り
野
菜
を
老
二
人　
　
　

深
町　

和
子

■
黒
木
町
く
す
の
実
句
会

土
を
盛
り
核
予
防
す
る
夏
土
竜　
　
　

吉
泉　

守
峰

坊
守
の
腰
に
確
と
蚊
遣
香　
　
　
　
　

寺
田　

睦
子

秒
針
も
つ
け
て
咲
き
た
る
時
計
草　
　

野
崎
万
智
子

炎
昼
や
漢
の
髪
の
蝶
結
び　
　
　
　
　

栗
山　

豊
秋

八
月
は
六
・
九
・
十
五
祈
り
の
日　
　
　

松
尾
ア
サ
子

ブ
ラ
タ
モ
リ
夏
草
の
阿
蘇
巡
り
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾
満
留
美

縁
側
に
か
け
て
す
す
る
は
心
太　
　
　

青
木　

早
弓

■
睦
会

短
冊
の
そ
り
返
り
た
る
暑
さ
か
な　
　

松
尾　

美
喜

良
く
来
た
と
頬
ゆ
る
ま
せ
て
夏
休
み　

大
田
眞
紗
子

重
量
を
曝
書
に
迷
ふ
広
辞
苑　
　
　
　

松
尾　

貞
義

い
づ
れ
読
む
と
古
典
文
学
曝
せ
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
坪　

栄
子

積
ん
読
の
中
に
栞
り
や
書
を
曝
す　
　

城
戸　

和
子

青
大
将
ま
だ
そ
の
辺
に
居
り
そ
う
な　

伊
藤　

幸
子

迎
火
か
母
の
育
て
し
藤
咲
け
り　
　
　

穴
見
ミ
キ
ヱ

11
13 日
先負

なんでも人権相談所
（地域交流センター）

4
6 日
友引

なんでも人権相談所
（八女市社会福祉会館）

（地域福祉センター）

18
20 日
仏滅

定例法律相談会（要予約）
10：00〜12：00

（八女商工会議所）☎22-5161

25
27 日
大安

5
7 日
先負

ラジオ体操講習会
　9：30〜　　　　　　　　
（県営筑後広域公園体育館）

12
三りんぼう

仏滅

19
21 日
大安

人生史サークル黄櫨の会
（八女福祉会館）

フェスタ羽犬塚 2019
〜 20 日　　　　　　　　

（市役所本庁舎西側駐車場）

26
28 日
赤口

お風呂の日（特典あります）
（グリーンピア八女）（公園の宿）
（温泉館きらら）（べんがら村）

10
12 日
友引

3
5 日
先勝

17
19 日
先負

なんでも人権相談所
（広川町はなやぎの里）

24
三りんぼう

仏滅

無料弁護士法律相談
13：30〜（八女民主商工会）
要予約☎24-2727

31
4 日
先勝

9
11 日
先勝

なんでも人権相談所
（筑後市中央公民館）
（立花市民センター）

2
4 日
赤口

なんでも人権相談所
（八女市役所星野支所）

16
18 日
友引

23
25 日
先負

30
3 日
赤口

8
寒露
赤口

1
9 月 3 日

大安

なんでも人権相談所
（矢部公民館）

15
17 日
先勝

新聞休刊日

22
24 日
友引

29
2 日
大安

7
9 日
大安

べんがらの日（べんがら村）
大浴場お一人様300円

14
16 日
赤口

21
23 日
先勝

べんがらの日（べんがら村）
大浴場お一人様300円

28
10月1日

仏滅

6
8 日
仏滅

八女筑後看護専門学校
オープンキャンパス

（9:30〜12:00）
ふくおか県民文化祭

（サザンクス筑後）

20
22 日
赤口

13
15 日
大安

八女軽トラ市9：00〜12：00
（八女観光物産館駐車場）

Baji  Fes2
11：00〜（船小屋恋ぼたる）

スポーツフェスティバル
開会式
8：00〜（羽中体育館）

27
29 日
先勝

八女軽トラ市9：00〜12：00
（八女観光物産館駐車場）

八女筑後看護専門学校
准看護科・看護科入学試験
八女市スポーツ健康づくりフェスタ
10：00〜（黒木開発センター）

11

vol.263　

10OCT

ク
ラ
ッ
シ
ー
文
芸

体育の日

■ペア 5組 10 名様へチケットプレゼント

　ご希望の方は氏名・住所・TEL を明記の上
㈱東兄弟へハガキで応募ください。10 月 5 日
締め切り。応募多数の時は抽選によります。
招待券の発送をもって発表とします。

超写実展−リアルを越えた絵画−

ホキ美術館×MEAM（バルセロナ）
コレクションより 113点

会期   9 月 14 日 (土)～11 月 10 日 (日)
会場  佐賀県立美術館

坂本が愛した八女の地を巡るツアー
　坂本繁二郎画伯の遺徳を偲ぶ帰居祭参加と画伯
ゆかりの地を観光案内人と巡ります
日　時　11月3日（文化の日）9時40分～16時頃
集　合　八女市民会館（おりなす）正面玄関
　　　　15名になり次第締切り
参加費　2,500円
　　　　薬膳料理の弁当・日本一の八女伝統本玉露
　　　　プチプレ・保険料等含
申込先 ･ 問い合わせ　八女福島観光協会
　　　　　　　　　　0943-24-8302　藤吉



2 2019年10月1日

西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

　

清
涼
の
秋
気
身
に
沁
み
る
こ
ろ
と

な
り
ま
し
た
。

　

澄
ん
だ
青
空
の
下
で
パ
ス
テ
ル
カ

ラ
ー
の
可
憐
な
コ
ス
モ
ス
が
、
秋
風

に
そ
よ
ぐ
姿
が
美
し
い
こ
の
頃
で
す
。

　

そ
の
ひ
ん
や
り
し
た
風
に
過
ぎ
行

く
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
ま
す
。

八
女
川
柳
会　

安
達
　
昇

今
月
の
川
柳

天て
ん

　
色

し
ょ
く

視覚デザイン研究所
「和の色のものがたり」より

２
０
２
０
東
京
五
輪
の
予
感

　

55
年
前
の
10
月
10
日
、
東
京
は
前
夜
の
激
し
い
雨

が
嘘
の
よ
う
な
日
本
晴
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

会
式
は
か
わ
い
い
鼓
笛
隊
に
先
導
さ
れ
た
国
旗
の
入

場
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
中
継
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が「
世

界
中
の
青
空
を
集
め
た
よ
う
な
青
空
」
と
伝
え
る
旧

国
立
競
技
場
上
空
に
航
空
自
衛
隊
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル

ス
が
見
事
な
五
輪
マ
ー
ク
を
描
い
た
。
何
度
見
て
も

感
動
す
る
シ
ー
ン
で
あ
る
。
来
年
７
月
新
装
な
っ
た

国
立
競
技
場
で
は
ど
ん
な
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
が
展
開

さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

晴
天
の
澄
ん
だ
空
の
色
。

筑後市熊野

北島　ハズエ

  
教
師
道み

ち　
　

⑱

森
下
　
計
二

　

下
肢
の
病
気
で
走
る
こ
と
が
苦
手
だ
っ

た
Ｙ
君
は
、
運
動
会
の
リ
レ
ー
を
と
て
も

嫌
が
り
ま
し
た
。
み
ん
な
が
走
る
こ
と
を

応
援
し
た
い
が
、
対
抗
リ
レ
ー
で
得
点
種

目
で
す
か
ら
自
分
が
出
る
と
負
け
て
し
ま

う
か
ら
で
す
。

　

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
相
談
し
ま
し
た
。

Ｙ
君
に
も
ぜ
ひ
走
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の

が
み
ん
な
の
気
持
で
す
。
得
点
種
目
に
し

な
い
よ
う
に
決
め
て
も
ら
う
と
か
、
Ｙ
君

に
リ
レ
ー
だ
け
棄
権
し
て
も
ら
う
と
か
、

Ｙ
君
の
走
る
距
離
を
短
く
す
る
と
か
、
Ｙ

君
を
ア
ン
カ
ー
に
し
て
あ
っ
さ
り
負
け
よ

う
と
か
い
ろ
い
ろ
な
案
が
で
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
考
え
つ
い
た
の
は
、

と
に
か
く
み
ん
な
一
人
ひ
と
り
が
一
生
懸

命
速
く
な
り
、
他
を
で
き
る
だ
け
引
き
離

す
と
い
う
作
戦
を
実
行
す
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
何
日
も
前
か
ら
、
Ｙ
君
を
含
め

て
必
死
で
練
習
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
運
動
会
本
番
の
リ
レ
ー
の
結
果

は
、
も
ち
ろ
ん
ク
ラ
ス
は
ビ
リ
で
し
た
。

　

で
も
、
観
客
席
の
み
な
さ
ん
は
、
み
ん

な
の
そ
の
全
力
で
の
リ
レ
ー
を
ち
ゃ
ん
と

見
て
く
れ
ま
し
た
。
も
の
す
ご
い
応
援
と

歓
声
の
中
で
、
み
ん
な
と
Ｙ
君
の
誇
ら
し

げ
な
顔
は
誰
よ
り
も
光
っ
て
い
ま
し
た
。

　2020 年、56 年ぶりに東京で 2 度
目のオリンピック・パラリンピック
が開催される。競技種目は柔道、水泳、
陸上、体操、卓球、バトミントンな
ど何れもメダル獲得が期待されるの
で、楽しみだ。観戦チケットを申し
込んだが外れ、テレビで我慢するし
かない。オリンピック開催に当たっ
ては、国を挙げて選手育成強化が図
られている。選手が晴れの舞台で活
躍するには、才能や努力は勿論のこ
とだが周りのサポートは欠かせない。
特に、一番近くで見守る家族の存在
は大きい。
　卓球の平野美宇選手の母親も卓球
の経験があり、今郷里の山梨県で卓
球教室を開いている。教室には３歳
から 80 歳代までの人々が通っている
が、発達障害や聴覚障害の人も居り、
その中からパラリンピック大会での
活躍が期待されることから、その指
導力が注目されている。
　美宇選手は三人姉妹の長女だが妹
の亜子さんは、３歳の時に発達障害
の診断を受けた。これを個性として
認め、良いところを伸ばす教育を彼

平野美宇選手の母親に学ぶ　⑮

女の特別支援学校の教員経験から
行ってきた。子育てにおいても料理
や掃除、洗濯なども子どもにさせて

「自立」を重視する。亜子さんにも
出来たら褒める、認めることを繰り
返し、今では卓球に興味を示し小学
生の卓球国際大会に、日本代表とし
て出場できる腕前になっているそう
だ。軍神とまで呼ばれた山本五十六
元帥も「やってみせ、言って聞かせ
て、させてみせ、ほめてやらねば、
人は育たじ」と明言を残している。
　近年少子化が進み環境も大きく変
化している。「褒め育てる」という言
葉が改めて心の奥に響いてくる。
　私たちは八女・筑後の医療と看護
の質の向上を目的に日々学生と関
わっている。生命と向き合う医療現
場では、学生の自主自立の尊重を待っ
てはおれないと焦っていく向きが自
分にはある。
　「教育の基本は話し合う、耳を傾
ける、認める、任せる、順序を追って」
教え諭す美宇選手の母親の教育方針
に感銘を受けた。

副学校長　高治　智美

日時　10月13日㈰11：00～17：00
会場　船小屋恋ぼたる
　　　雨天時は 14 日に変更

こんにちは。
筑後警察署です。

�

飲酒運転、見たら聞いたら110番!!
　福岡県内の飲酒運転事故は、平成 18 年
8 月、福岡市東区の海の中道大橋で幼児 3
人が犠牲となった事故後、一旦は減少しま

したが、平成 21 年には増加に転じ、翌 22 年には全国ワーストと
なりました。更に、その翌年には粕屋町で高校生 2 人が犠牲となる
事故が発生し、その後、全国初の罰則付条例である「福岡県飲酒運
転撲滅運動の推進に関する条例」が施行されたにもかかわらず、未
だ飲酒運転事故は毎年増減を繰り返すのみで、撲滅には至っていな
い現状です。本年は、昼間帯の方が飲酒運転事故が多く発生し、そ
の内の約 82 パーセントが高濃度のアルコールを保有する等、予断
を許さない状態です。夜間帯だけでなく、昼間帯でも「様子がおか
しいな」「飲酒運転かな」と思ったら、迷わず 110 番通報をお願い
します。飲酒運転事故は、皆さん一人一人の
監視の目で減らすことができます。
　皆さんの力で、福岡県から
　　　　飲酒運転をなくしましょう !!
　あなたの通報が、悲惨な交通事故を
　　　　未然に防ぐことに繋がります。

　

書
道
教
室
「
は
る
こ
い
」

で
月
二
回
、
永
田
一
晴
先
生

の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
頃
書
い
て

以
来
の
七
十
の
手
習
い
で
す

が
、
硬
筆
、
毛
筆
（
楷
書
・

行
書
・
草
書
）
と
自
由
に
書

か
せ
て
い
た
だ
き
毎
回
の
教

室
が
楽
し
み
で
す
。

　

書
は
常
に
筆
を
執
っ
て
こ

そ
上
達
の
秘
訣
と
思
い
を
強

く
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な

か
思
う
よ
う
に
は
書
け
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
努
力
を
忘
れ

ず
「
は
る
こ
い
」
の
仲
間
の

皆
さ
ん
と
共
に
書
に
向
き
合

い
な
が
ら
豊
か
な
時
間
を
過

ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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八女農北山農場で小学生が農業体験
～夢たちばな子ども体験塾～　八女農業高等学校

　立花地区の小学生が年間を通してさまざまな体験活動を行う「夢
たちばな子ども体験塾」を、８月 20 日本校北山農場で実施しました。
八女市立花支所の主催で、立花地区の児童が参加しました。１・２
年生はバター作り、牛のブラッシングや子牛の心音聴き、ポニーの
乗馬、ヤギ・ウサギとのふれあい体験をしました。３・４年生はお
茶の飲み比べや鶏舎見学、本校の鶏卵を使ったマヨネーズ作り、卵
からヒヨコ誕生までの命の観察をしました。５・６年生はナシ・ブ
ドウの収穫と糖度測定、ドローン操作やトラクタ・乗用モアの運転
などを体験しました。本校生徒 37 名が先生役となり、体験活動の
説明や指導を行い、小学生と楽しく交流しました。
　この農業体験を通して、子どもたちは農業の楽しさや食・命の大
切さなど、多くのことを学ぶことができたと思います。

10 月のみらい館営業日　毎週火・金曜　10 時 30 分〜 15 時 30 分
１日、４日、８日、11 日、15 日、18 日、29 日

呟き

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

　
　
　
　
　

三
十
六
年
ぶ
り
に
高
校

　
　
　
　

の
恩
師
と
再
会
し
た
。
当

時
は
教
員
ほ
や
ほ
や
の
先
生
。
私
達

は
現
代
国
語
を
教
わ
っ
た
。
脳
裏
に

浮
か
ぶ
の
は
若
か
っ
た
当
時
の
初
々

し
い
先
生
の
顔
。
け
れ
ど
、
目
の
前

に
座
ら
れ
て
い
る
の
は
貫
禄
の
あ
る

六
十
歳
の
先
生
。
突
然
、
三
十
六
年

前
か
ら
『
今
』
と
い
う
未
来
へ
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
だ
。

　
「
三
十
六
年
の
間
に
世
の
中
は
す
っ

か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ね
」。
そ
う

し
み
じ
み
話
す
お
茶
目
な
笑
顔
に
は

当
時
の
面
影
が
残
る
。

　
「
今
は
本
を
読
む
子
が
あ
ま
り
居
な

く
な
っ
た
。
ス
マ
ホ
で
読
書
な
ん
か

や
っ
て
い
る
も
ん
ね
。
新
聞
を
と
っ

て
い
る
家
庭
も
少
な
い
よ
ね
」。
一

枚
一
枚
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
楽
し
み
感
、

イ
ン
ク
の
匂
い
、
紙
の
手
触
り
…
私

達
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
感
じ
て
い

た
本
や
新
聞
の
そ
ん
な
趣
き
も
、
ス

マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
読
書
を
す
る
人

達
に
は
存
在
し
な
い
。
新
聞
の
情
報

は
ネ
ッ
ト
で
得
る
人
が
増
え
た
。

　
「
お
茶
の
間
と
い
う
の
が
消
え
た

ね
」。
テ
レ
ビ
番
組
は
ス
マ
ホ
の
ワ
ン

セ
グ
で
観
る
人
が
多
い
。
昔
の
よ
う

に
、
テ
レ
ビ
の
前
に
家
族
が
集
ま
っ

て
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
笑
い
合
う
な

ん
て
こ
と
も
少
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
自

分
の
部
屋
に
こ
も
っ
て
好
き
な
番
組
、

ま
た
はYouTube

を
観
て
い
る
。

　

そ
ん
な
話
を
し
な
が
ら
、
す
っ
か

り
私
達
は『
今
』に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。

三
十
六
年
の
間
に
一
気
に
情
報
手
段

や
文
化
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
け
れ
ど
、
ど
ん
な
に
簡
素
化
、
効

率
化
し
た
時
代
に
な
っ
て
もSN

S

文

字
で
は
表
せ
な
い
繊
細
な
想
い
、
文

学
や
世
の
中
へ
の
感
動
や
好
奇
心
は

変
わ
ら
ず
に
持
ち
続
け
た
い
…
そ
う

思
い
な
が
ら
、
先
生
と
別
れ
の
挨
拶

を
す
る
。
そ
し
て
…

　
「
先
生
、
一
緒
に
写
真
撮
り
ま
し
ょ

う
！
」。
そ
う
言
っ
て
、
私
達
は
『
ス

マ
ホ
』
で
『
自
撮
り
』
し
な
が
ら
に
っ

こ
り
笑
っ
た
。
次
は
ど
ん
な
時
代
で

お
会
い
す
る
か
な
。　
　

森
　
志
穂

● 老人性難聴 
　年齢を重ねるにつれて難聴を訴えることが
確実に増えてくるものですが、この老化によっ
て起こってくる難聴を「老人性難聴」といい、
女性や子供の声といった高い音から聞き取り
にくくなってきます。
　ですから、高齢者が「近頃、嫁や孫の話す
言葉が聞き取りにくくなってしまってね・・・」
などと言うようになったなら、これは紛れも
ない「老人性難聴」の始まりかもしれません。
　外耳から入った音は中耳を通って内耳に伝わり、蝸牛と呼ばれる部分の感
覚細胞（有毛細胞）で電気信号に変えられ、蝸牛神経を通って大脳へと送ら
れて “ 音 ” として認識されます。
　ところが音を感じる感覚細胞は歳をとるにつれて、その音響による負荷か
ら脱落、減少していくので、当然、聞こえは鈍くなります。加えて、内耳に
行く細い血管が動脈硬化を起こして血流が悪くなると、感覚細胞や聴神経に
十分栄養が供給されなくなってしまい劣化、あるいは壊死、脱落してしまう
こともあります。
　このように感覚器官の加齢性変化に動脈硬化が加わることで感覚細胞の減
少は加速され、聴力は一層低下するようになります。ですから、動脈硬化を
促進させる脂質異常症や高血圧、糖尿病、ストレス、肥満、運動不足なども
大いに関係があるのです。
　いずれにしても高齢者は聴力をはじめ、さまざまな身体機能が不自由に
なってくると、家族から自分を遮断してしまい部屋にこもるようになってき
ます。ですが、これでは家族との会話はさらに減少し、外出する意欲さえも
失われかねません。そして、このような刺激のない生活を続けていると、心
と体の老化はより早くやってきてしまいます。
　これを防ぐには家族の暮らしの中に自分を押し出すよう努力することで
す。また、聴力が落ちてくると会話も遠慮がちになるものですが、そうした
場合でも家族や周りの人は、声が十分聞こえるようにゆっくりと発音するな
どの優しい配慮が必要です。

姫野病院：松浦　緑郎
（健康管理士一般指導員）

健康よもやま話　�

八女市吉田

田代　福美

　

私
が
絵
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
友
達

の
家
に
行
き
一
枚
の
絵
を
見
た
時
で
し

た
。
筆
も
持
っ
た
事
の
な
い
自
分
に
描
け

る
の
だ
ろ
う
か
心
配
で
し
た
。
友
人
か
ら

背
中
を
押
さ
れ
、
心
を
決
め
て
絵
手
紙
教

室
に
入
会
し
ま
し
た
。
親
戚
か
ら
大
き
い

茄
子
を
貰
い
そ
れ
を
描
き
、
先
生
に
見
て

い
た
だ
く
と
、「
自
分
の
思
い
の
ま
ま
に
描

き
な
さ
い
」
と
「
ア
ド
バ
イ
ス
」。
優
し
い

お
言
葉
で
し
た
。
教
室
の
皆
さ
ん
が
と
て

も
明
る
い
方
ば
か
り
で
楽
し
い
で
す
。
な

か
な
か
上
達
し
ま
せ
ん
が
、
書
く
喜
び
が

「
脳
ト
レ
」
に
も
な
り
、
体
の
続
く
限
り
大

坪
先
生
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
皆

さ
ん
に
支
ら
れ
楽
し
く
描
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第5回「ヤンマー建機感謝祭」開催
10月19日㈯　10：00～16：00

　普段は体験することの出来ないショ
ベルカーの乗車体験や記念撮影、工場
見学ツアー、お子様に大人気の縁日コー
ナー、更には地元団体の演奏会や模擬
店の出店、大抽選会など様々な催しを
企画しております。また、筑後市の公
式キャラクターであるパネコも招待し
ており、パネコと写真撮影もできます。
皆様この機会に是非ご来場下さい。
会場：ヤンマー建機株式会社 本社工場

（筑後市大字熊野 1717-1）

アクセス：
【自家用車】国道 209 号線「免許試
験場」の信号を北に約 500 メートル

【公共交通】西鉄バス「上町」バス停
より徒歩 2 分

（駐車場の数に限りがありますので公
共交通機関でのご来場にご協力お願
いします。）
問合せ先：0942-53-5111　
ヤンマー建機総務部 感謝祭担当

クロレラ工業
九州工場

リンガーハット
いしむら

至久留米

至大牟田

至久留米 至久留米

至大牟田至大牟田

羽犬塚中学校羽犬塚中学校

ヤンマー建機
本社工場
ヤンマー建機
本社工場

宮田
織物

宗岳寺
保育園
宗岳寺 442

209

羽犬塚上町

羽犬塚中町

免許試験場

J
R
鹿
児
島
本
線

九
州
新
幹
線

ナシの糖度調査

牛のブラッシング

バター作りと試食

割卵 （観察）

工場見学ツアー

体験コーナー
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

■
紫
苑
句
会

千
日
紅
庭
を
彩
り
こ
ぼ
れ
さ
う　
　
　

松
延
み
さ
と

終
戦
日
暑
き
あ
の
日
の
あ
り
あ
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牛
島　

景
子

月
の
出
を
見
る
庭
園
の
灯
の
消
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堤　

多
鶴
子

老
若
も
小
さ
き
町
の
盆
踊
り　
　
　
　

中
川
原
篤
子

嬉
々
と
し
て
浅
瀬
で
泳
ぐ
浮
輪
の
子　

井
上
ト
シ
子

■
ひ
ろ
か
わ
俳
句
会

風
鈴
や
風
の
吐
息
も
見
逃
が
さ
ず　
　

山
崎　

陽
子

願
ひ
ご
と
流
る
る
星
に
追
ひ
つ
か
ず　

柴
田　

眞
理

編
笠
の
乙
女
嫋
や
か
風
の
盆　
　
　
　

水
本　

艶
子

虫
の
音
や
風
心
地
好
き
夕
間
暮
れ　
　

水
本　

辰
次

盆
月
や
白
寿
祝
ひ
の
母
囲
む　
　
　
　

原
口
あ
つ
美

客
人
も
な
く
の
ん
び
り
と
盆
の
行
く　

酒
井　
　

司

ふ
る
さ
と
の
訛
な
つ
か
し
盆
の
客　
　

野
中　

勝
美

納
骨
堂
老
い
も
若
き
も
盆
詣
り　
　
　

松
延　

朝
美

新
盆
の
供
花
は
真
白
き
母
の
顔　
　
　

青
木
佳
代
子

墓
そ
う
じ
終
え
朝
い
ち
の
女
郎
花　
　

一
瀬
砂
智
子

村
里
の
天
神
祭
児
等
神
輿　
　
　
　
　

美
座　

時
朗

夏
祭
り
自
転
車
当
た
る
高
校
生　
　
　

結
束　

節
子

■
立
花
短
歌
会

手
か
ら
手
へ
バ
ト
ン
リ
レ
ー
の
四
百
の
選
手
を
目
指

し
凌
ぎ
を
削
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

泰
州

働
き
者
の
我
ら
仲
間
は
手
と
手
と
手
見
せ
合
い
な
が

ら
話
し
は
尽
き
ず　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　
　

邦
子

ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
す
る
お
と
う
さ
ん
メ
モ
紙
片

手
に
あ
っ
ち
こ
っ
ち
へ　
　
　
　
　
　

田
中
た
つ
じ

人
と
し
て
手
に
手
を
と
り
合
い
過
ご
し
来
ぬ
こ
れ
か

ら
も
尚
手
に
手
を
と
り
て　
　
　
　
　

鶴　

隆
治
郎

青
空
に
真
白
き
雲
の
浮
き
立
ち
て
あ
の
雲
こ
の
手
に

つ
か
ん
で
み
た
い　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾
ミ
サ
キ

生
ま
れ
き
て
五
日
た
ら
ず
の
嬰
児
の
小
さ
き
そ
の
手

が
わ
が
指
に
ぎ
る　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
木　

敦
子

手
作
り
の
ジ
ャ
ガ
万
十
が
美
味
し
い
と
云
う
子
等
の

た
め
ひ
と
汗
流
す　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　

睦
美

そ
の
一
手
い
つ
覚
え
た
の
か
手
ご
わ
く
て
孫
と
の
将

棋
は
一
勝
一
敗　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　
　

精

自
ら
の
手
に
て
摘
ん
だ
る
草
花
を
手
渡
し
く
れ
し
孫

に
め
ろ
め
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口　

愛
子

手
を
見
れ
ば
シ
ワ
シ
ミ
あ
り
て
色
黒
く
節
々
太
き
は

農
の
勲
章　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
中　

裕
政

ク
ラ
ッ
シ
ー
文
芸

八女市馬場

山口　葉子

第 50 回八女茶で健康 第７3回（令和元年度）全国茶品評会玉露の部
八女市星野村の山口豪吉さん親子が日本一・二位獲得！

　この品評会は、国の農林水産祭参
加行事として、全国茶生産団体連合
会が主催したもので、令和元年 8 月
27 日〜 30 日まで愛知県西尾市の西
尾コンベンションホ－ルで開催され
ました。審査茶種は、煎茶 10k、煎
茶 4k、深蒸し煎茶、玉露、かぶせ茶、
てん茶（抹茶にする前のお茶）、蒸し
製玉緑茶、釜炒り茶の 8 部門があり、
それぞれの部門の 1 等 1 席には農林
水産大臣賞が授与されることとなっ
ております。
　私は審査員 20 名の一人として審査
をさせて頂きましたので、概要のご
紹介をします。
　福岡県からは、煎茶 2 部門と玉露、
かぶせ茶、てん茶部門に出品し、そ
れぞれ多くのお茶が入賞したことに
より、八女茶の名声を大いに高める
こととなりました。中でも玉露部門
では、1 位から 26 位まで独占し、1
等 1 席の日本一には八女市星野村の
山口豪吉さん（70 歳）が輝かれまし
た。外観（形状や色沢）、香気、水色（茶碗に淹れたときの茶の色）、味の
各審査項目で満点を取られ、まさに日本一にふさわしい玉露でした。
　山口豪吉さんご一家は、これまで約 50 年もの間、毎年、全国茶品評会
玉露の部に挑戦し、初の全国制覇を成し遂げられました。玉露つくりでは、
2 席になられた後継者の孝臣さんと共に県農林業総合試験場八女分場と協
働して IOT（遮光率、温度、湿度センサ－とカメラによる栽培技術の数値化）
を活用し、茶園の被覆の開始時期や被覆の程度、摘採時期を研究されてい
るそうです。膨大な記録デ－タが集積されており、分析や活用が期待され
ています。石の上にも 3 年という諺がありますが、50 年の長きにわたり
伝統的な高級玉露づくりや先進的な IOT の活用に尽力され、日本一の八女
玉露を支えておられる姿にただ脱帽し、優れた業績に敬意を申し上げる次
第です。　　　　　　　　福岡県茶生産組合連合会事務局長　仁田原　寿一

　

長
年
ス
イ
ミ
ン
グ
に
通
っ
て
い
る
中
、

友
達
か
ら
水
墨
画
の
教
室
に
誘
わ
れ
ま
し

た
。
長
い
間
筆
な
ど
使
っ
て
な
い
の
で
迷

い
ま
し
た
が
、
花
が
好
き
で
絵
を
見
る
の

も
好
き
な
の
で
思
い
き
っ
て
入
会
し
ま
し

た
。
教
室
は
緑
水
会
東
公
民
館
で
す
。
安

達
先
生
の
指
導
で
基
礎
か
ら
学
び
ま
し
た
。

教
室
の
皆
さ
ん
経
験
豊
か
な
方
ば
か
り
で
、

作
品
を
見
せ
て
頂
く
と
写
真
の
よ
う
な
す

ば
ら
し
い
絵
で
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
ま
だ

一
年
余
り
で
、
濃
淡
の
描
き
方
が
む
づ
か

し
く
て
簡
単
な
形
の
あ
る
物
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
教
室
が
和
や
か
で
明
る
い
雰
囲

気
な
の
で
い
つ
ま
で
も
続
け
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

山口豪吉さん、孝臣さん・中央はIOTセンサ－

第73回全国茶品評会審査（愛知県西尾市）

　筑後市立図書館で毎
月行っている「ちっご
読書会」での８月の課
題本だった「コンビニ
人間」を紹介します。
幼少期に周りの子と
違う考え方や行動をすることで、常に「普通」
にすることを家族から求められて育った女性

（古倉）の話。
　周りが求める「普通」って何？疑問に思い
ながらも、30 代の女性の「普通」を意識して
生きていた古倉がある男性と知り合い、古倉
の住むアパートで一緒に生活をする中で自分
らしい生きかたを見つけていくのだけれど…
驚きの連続です。

筑後市立図書館　館長　一ノ瀬　留美

館長オススメ本
コンビニ人間
村田　紗耶香 / 著
文芸春秋
本体　1.300 円（税別）

■おりなす八女
　☎ 0943-22-5332
● 10 月 20 日　15:00 開演
　プラハ・チェロ・カルテット
● 10 月 24 日　19:00 開演
　前川清ファミリーコンサート
● 11 月 17 日　16:30 開演
　夏川りみ 20 周年記念ツアー 2019

■九州芸文館　☎ 0942-52-6435
● 10月26日（土）・27日（日）
　九州クリエイターズマーケット Vol.13
　木工体験・くすべえ巨大ふわふわ人形
　中庭ガーデンカフェ
　セラピューティツク ･ ケア体験

■筑後市立図書館　☎ 0942-51-7200
●毎週土曜日　おはなし会
● 10 月 16 日　大人のためのおはなし会
● 10 月 26 日　子育てをがんばる方にゆっくりと
                          読書タイム・託児付
                          図書館でボードゲーム
● 10 月 30 日　図書館で認知症かふぇ

■ひろかわ町立図書館　☎ 0943-32-1163

● 10 月 2 日　プチシアター④
　 　　　　　  　　　「名探偵ホームズ」
● 10 月 5 日 ･20 日　定例お話会
● 10 月 31 日　ハロウィンパーティ

募　集
●11月23日（土・祝）　スポーツ振興ゴルフ大会
　申し込み11月2日（土）迄に八女上陽ゴルフ倶楽部迄
　（FAX 54-3030）問い合わせ 八女市体育協会（☎ 24-1230）
● 11 月 3 日（日）八女市民山登り 宝満山
　参加費 大人 3,000 円　小 ･ 中生 1,500 円
　先着 45 名　問い合わせ 八女市総合体育館☎ 24-1230
● 11 月 9 日（土）森の癒しとフォークデュオ
　五円玉コンサート
　グリーンピア八女　先着 50 名
　参加料 2,000 円 　食事 ･ 温泉券込
　申し込み　八女市黒木支所  産業経済課  ☎ 42-1115

■第 36 回市民コンサート
　と　き　コーラス10月6日（日）　13時〜
　　　　　吹奏楽 10 月 14 日（月 ･ 祝）
                                              10 時 30 分〜
　会　場　おりなす八女
　主　催　八女市音楽協会
　入場料　2 日共通券 300 円　中学生以下無料
　問合せ　八女市音楽協会事務局 090-4514-4249

◆イベント案内  10 月～ 11 月前半◆


